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【特集】蓄熱システム徹底研究

ヒートポンプ給湯システムの
優れた応用性
大規模施設で、さらなるメリットを生む

❶　おおとう桜街道（福岡県大任町）
❷　エイムフェイス（石川県白山市）
❸　バードグリーンホテル フェンテ・グランデ（岐阜県大垣市）

エネルギーのベストドレッサー

自転車が行き交う街づくり
TOPICS
持ち運びやすくコンパクトな
「小型ヒートポンプ解説模型」「ヒートポンプ体験模型」を製作

産業分野での導入事例を幅広く紹介
「産業分野におけるヒートポンプ導入事例」発行

Let's！ ヒートポンプ
ダム工事現場で活躍するヒートポンプ　～仁賀ダム建設現場での導入事例～

PRODUCTS FILE　ヒートポンプ給湯機器紹介

ピーク電力の削減に貢献するヒートポンプ・蓄熱システム

COLUMN
地球温暖化対策における 中長期ロードマップ（将来展望）の役割

センターからのお知らせ
夏期の電力需要抑制に貢献
14年目を迎える「蓄熱月間」はピーク電力の削減に
貢献する「ヒートポンプ・蓄熱システム」がテーマ

低炭素社会の実現に向けた呼びかけ
今年で35回目を迎える
「ENEX2011／Smart Energy Japan 2011」へ出展

ヒートポンプに対する疑問を丁寧に解説
大人から子どもまで楽しみながら理解できる
「みんななっとく！ ヒートポンプのふしぎ」を発行

ヒートポンプ・蓄熱システムに関するデータを掲載
ハンドブックサイズの冊子
「 ヒートポンプ・蓄熱システムデータブック２０１１」を制作

日本の省エネ・新エネ技術を世界にアピール
中東最大のスケールで実施された
「World Future Energy Summit 2011」

第一線の設備技術者から学ぶ
平成23年度 業務用ヒートポンプ
給湯システム設計支援セミナーを全国主要都市で開催
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このたびの東日本大震災により被災された皆さまに
謹んでお見舞い申し上げるとともに
被災地の1日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。
財団法人ヒートポンプ・蓄熱センター



CASE STUDY

　

優
れ
た
効
率
性
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
や

C
O
2
削
減
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
負
荷

の
低
減
が
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
シ
ス
テ

ム
の
導
入
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
導
入
メ

リ
ッ
ト
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

　

今
号
の
特
集
で
は
、
大
規
模
施
設
に
お

け
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
シ
ス
テ
ム
の
活

用
事
例
を
取
り
上
げ
た
。
複
数
台
の
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
給
湯
機
を
組
み
合
わ
せ
て
非
常

時
の
リ
ス
ク
を
分
散
し
た
り
、
地
域
特
性

を
活
か
し
た
シ
ス
テ
ム
構
成
に
よ
っ
て
さ

ら
な
る
効
率
化
を
実
現
し
た
り
と
、
い
ず

れ
も
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
機
な
ら
で
は
の

特
性
を
活
か
し
て
い
る
好
例
だ
。

　

ま
た
、
設
備
規
模
に
応
じ
た
設
置
・
増

設
が
可
能
な
点
、
操
作
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
簡
単
さ
が
業
務
の
効
率
化
を
も
た
ら
す

点
も
、
見
逃
せ
な
い
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

以
降
の
ペ
ー
ジ
で
、
各
施
設
の
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
給
湯
機
の
導
入
に
至
る
経
緯
や
、

そ
の
導
入
効
果
に
つ
い
て
、
詳
し
く
紹
介

し
て
い
こ
う
。

【
特
集
】

蓄
熱
シス
テ
ム
徹
底
研
究

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
シス
テ
ム
の

優
れ
た
応
用
性

大
規
模
施
設
で
、
さ
ら
な
る
メ
リ
ッ
ト
を
生
む

バードグリーンホテル 
フェンテ・グランデ

おおとう桜街道

エイムフェイス
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昨秋、福岡県の大任町にオープンした日本最大級の道の駅「おおとう桜街道」。
充実した温浴施設を備えたこの新名所は、連日多数の来場者でにぎわっている。

同施設では、日々 使用する大量のお湯を安定して供給する必要があり、
11台のエコキュートを中心とした大規模な給湯システムが活躍中だ。

11台のエコキュートで“いい湯”だな台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台 湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯

大規模な温浴設備を
支えるヒートポンプ設備

　

福
岡
県
の
大
任
町
は
、
彦
山
川
の
両

岸
に
広
が
る
緑
豊
か
な
田
園
地
帯
。
か

つ
て
は
炭
坑
で
栄
え
た
が
、
閉
山
後
は

企
業
誘
致
が
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
地

域
活
性
化
が
近
年
の
重
要
課
題
と
な
っ

て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
る

た
め
に
、
平
成
17
年
に
町
長
に
就
任
し

た
永
原
譲
二
氏
が
発
案
し
た
の
が
、
温

浴
施
設
を
備
え
た
日
本
最
大
規
模
の
道

の
駅
「
お
お
と
う
桜
街
道
」。
新
た
な

観
光
名
所
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、

大
任
町
の
全
額
出
資
で
「
株
式
会
社
お

お
と
う
桜
街
道
」
を
設
立
し
、
同
社
に

運
営
を
委
託
す
る
こ
と
で
、
町
民
の
雇

用
拡
大
や
所
得
向
上
を
目
指
し
た
の
で

あ
る
。

　

こ
う
し
て
昨
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
お
お
と
う
桜
街
道
」。
北
九

州
方
面
と
大
分
・
熊
本
方
面
を
つ
な

ぐ
要
所
に
位
置
し
、
敷
地
面
積
は
約

3
万
7
0
0
0
㎡
。
大
規
模
な
温
浴
施

設
を
備
え
た
「
さ
く
ら
館
」
を
は
じ
め
、

地
域
特
産
品
の
直
売
所
と
フ
ー
ド
コ
ー

ト
か
ら
な
る
「
も
み
じ
館
」、
親
子
ふ
れ

おおとう桜街道（福岡県大任町）特集 蓄熱システム徹底研究　①

大
任
町
長

永
原 

譲
二 

氏
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あ
い
広
場
の
3
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

最
大
の
目
玉
と
い
え
る
の
が
「
さ
く

ら
館
」
だ
。
天
然
温
泉
の
内
湯
を
は
じ

め
、
四
季
折
々
の
風
景
を
堪
能
で
き
る

露
天
風
呂
、
一
部
の
医
療
機
関
も
導
入

し
て
い
る
薬
石
浴
設
備
、
ミ
ク
ロ
の
気

泡
が
心
地
よ
い
特
殊
浴
槽
な
ど
、
そ

の
充
実
ぶ
り
は
圧
巻
。
宴
会
場
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
室
も
備
え
て
お
り
、
入
浴
後
も

ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

ち
な
み
に
、「
も
み
じ
館
」
に
あ
る
総

工
費
1
億
円
の
ト
イ
レ
も
名
物
の
ひ
と

つ
。
陶
板
の
壁
画
で
飾
ら
れ
た
こ
の

「
1
億
円
ト
イ
レ
」
は
、「
立
ち
寄
る
な

ら
、
ト
イ
レ
が
き
れ
い
な
と
こ
ろ
が
い

い
」
と
い
う
女
性
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た

も
の
だ
と
い
う
。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

 　
「
お
お
と
う
桜
街
道
」
の
自
慢
の
温

浴
施
設
を
支
え
る
の
は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
を
主
体
と
し
た
給
湯
シ
ス
テ
ム
だ
。

「
地
球
温
暖
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
な

か
、
給
湯
に
用
い
る
シ
ス
テ
ム
は
、
効

率
が
良
く
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
が

少
な
い
も
の
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
今
後
、
灯
油

が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
な
い
の
で
は
、

と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
し
た
」
と
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
採
用
を
決
定
し
た
永
原

町
長
は
言
う
。

　

設
備
設
計
を
担
当
し
た
株
式
会
社

レ
ー
モ
ン
ド
設
計
事
務
所
・
奥
津
有

二
氏
に
よ
る
と
、「
本
件
の
給
湯
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
に
あ
た
り
、
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
方
式
と
灯
油
ボ
イ
ラ
ー

方
式
の
C
O
2
排
出
量
を
比
較
し
た

と
こ
ろ
、
前
者
は
後
者
よ
り
32
％

（
27
万
6
8
3
9
kg
／
年
）
も
少
な
く

て
済
む
」
と
言
う
。
こ
れ
か
ら
の
時

代
、
環
境
へ
の
配
慮
は
、
末
永
く
地
域

の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
く
施
設
に
と
っ

て
不
可
欠
だ
。
周
辺
に
あ
る
既
存
の
温

浴
施
設
で
は
、
燃
料
ボ
イ
ラ
ー
方
式
の

給
湯
シ
ス
テ
ム
が
ま
だ
ま
だ
主
流
で
あ

る
な
か
、
永
原
町
長
は
先
を
見
据
え
た

決
断
を
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
夜
間
電
力
の
利
用
に
よ
り
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
大
幅
に
抑
え
ら

れ
る
の
も
魅
力
で
し
た
」
と
、
永
原
町

長
は
コ
ス
ト
面
に
つ
い
て
も
言
及
し

た
。
シ
ス
テ
ム
導
入
に
あ
た
り
、コ
ス

ト
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
綿
密
に
実

施
。
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
灯
油
ボ
イ

ラ
ー
方
式
の
方
が
安
い
が
、
ラ
ン
ニ
ン総工費1億円の「1億円トイレ」

大浴場「超微細気泡湯」

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
差
額
は

３
年
余
り
で
回
収
で
き
る
と
の
試
算
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グ
コ
ス
ト
を
比
較
す
る
と
、
灯
油
ボ
イ

ラ
ー
方
式
が
年
間
約
2
5
0
0
万
円
な

の
に
対
し
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式
が
年

間
1
7
4
0
万
円
と
断
然
有
利
に
な
る
。

そ
の
結
果
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
差

額
は
、
導
入
後
3
・
4
年
で
回
収
で
き

る
計
算
と
な
り
、
15
年
間
の
ス
パ
ン
で

比
較
す
る
と
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式
の

方
が
約
8
９
０
０
万
円
も
有
利
だ
。
こ

う
し
た
コ
ス
ト
面
で
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー

ジ
も
、
採
用
を
後
押
し
し
た
の
で
あ
る
。

　

同
施
設
に
お
け
る
温
水
供
給
は
、
井

戸
水
を
利
用
す
る
温
浴
設
備
・
シ
ャ

ワ
ー
・
カ
ラ
ン
の
系
統
と
、
源
泉
を
利

用
す
る
温
浴
設
備
の
系
統
の
２
つ
に
分

か
れ
る
。
前
者
で
は
、井
戸
水
（
17
℃
）

を
く
み
上
げ
て
、
業
務
用
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
（
加
熱
能
力
40　
kW
×
11
台
）
で
70
℃

に
加
温
し
、
貯
湯
槽
に
貯
め
て
、
浴
槽

や
シ
ャ
ワ
ー
・
カ
ラ
ン
へ
温
水
を
供
給

す
る
。
後
者
で
は
、
源
泉
（
38
℃
）
を

く
み
上
げ
て
、
空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ

ラ
ー
（
加
熱
能
力
90　
kW
×
1
台
）
で
加

温
し
、
快
適
な
湯
温
（
40
〜
42
℃
）
で

源
泉
浴
槽
に
供
給
す
る
。
各
貯
湯
槽
、

タ
ン
ク
、
浴
槽
に
貯
め
た
お
湯
は
、
灯

油
ボ
イ
ラ
ー
（
３
４
９　
kW
×
２
台
）
を

稼
働
さ
せ
、
循
環
再
加
熱
や
追
い
焚
き

で
温
度
調
整
し
て
い
る
。

　

昨
年
10
月
の
オ
ー
プ
ン
前
に
は
、
平

日
3
0
0
人
・
週
末
5
0
0
人
の
来
場

者
を
見
込
ん
で
い
た
と
い
う
。
し
か

し
、
い
ざ
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
平
日

5
0
0
人
・
週
末
1
2
0
0
人
と
、
見

込
み
を
遥
か
に
上
回
る
来
場
者
が
訪
れ

て
い
る
。
こ
の
予
想
外
の
大
盛
況
に
よ

り
、
夜
間
に
貯
湯
し
た
湯
量
だ
け
で
は

不
足
し
て
し
ま
う
の
で
、
給
湯
能
力
の

増
強
が
急
務
と
な
っ
た
が
、
ヒ
ー
ト
ポ

左上）業務用
エコキュート
左）貯湯槽
右）ボイラー室

業務用エコキュート：加熱能力40ｋＷ×11台
空冷ヒートポンプチラー：加熱能力90ｋＷ× 1台
灯油ボイラー：349ｋＷ×2台
貯湯槽： 30㎥ ×1基
 52㎥ ×1基
 30㎥ ×1基（温泉タンク）

設
備
概
要

仮
に
１
台
が
動
か
せ
な
く
て
も

他
の
10
台
が
バック
アップ

露天風呂
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仮
に
1
台
が
不
調
に
な
っ
た
場
合
で
も
、

他
の
10
台
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
働

き
、
営
業
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
」
と
、
大
成
温
調
株
式
会
社
・

吉
兼
忠
彦
氏
は
言
う
。

 　
「
お
お
と
う
桜
街
道
」
の
盛
況
ぶ
り

を
み
る
と
、
近
隣
施
設
に
先
駆
け
て
先

進
的
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
永
原
町
長

の
決
断
は
、
ま
さ
に
英
断
で
あ
っ
た
と

い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

配
人
は
言
う
。
専
任
ス
タ
ッ
フ
に
頼
る

こ
と
な
く
誰
で
も
安
心
し
て
扱
え
る

の
は
、
管
理
者
側
と
し
て
も
、
現
場
側

と
し
て
も
都
合
が
い
い
。
ま
た
、「
騒

音
が
少
な
い
」「
燃
焼
ス
ス
が
飛
び
散
ら

な
い
」
た
め
、
来
場
者
に
不
快
感
を
与

え
た
り
、
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
た
り
す

る
こ
と
な
く
運
用
で
き
て
い
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
は
環
境
面
の
メ
リ
ッ
ト
の
な
か

で
も
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
顧
客
サ
ー
ビ
ス

向
上
・
集
客
ア
ッ
プ
に
結
び
つ
く
部
分

だ
。
加
え
て
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
観
点
か
ら
も
、
こ
の
給
湯
シ
ス
テ
ム

は
優
れ
て
い
る
。「
11
台
の
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
に
負
荷
が
分
散
さ
れ
て
い
る
た
め
、

ン
プ
設
備
を
昼
間
も
稼
働
さ
せ
る
こ
と

で
対
応
で
き
て
い
る
と
い
う
。「
夜
間

電
力
だ
け
で
な
く
、
昼
間
の
電
力
を
使

う
こ
と
に
な
る
と
電
気
代
は
上
が
り
ま

す
が
、
入
場
料
収
入
も
増
え
て
い
る
の

で
、
十
分
に
ま
か
な
え
て
い
ま
す
。
う

れ
し
い
悩
み
で
す
ね
」
と
永
原
町
長
。

将
来
的
に
規
模
拡
大
を
検
討
す
る
う
え

で
も
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式
の
給
湯
シ

ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
拡
張
が
し
や
す
い
。

個
々
の
機
器
が
小
型
で
設
置
ス
ペ
ー
ス

を
と
ら
な
い
う
え
、
連
結
方
式
で
拡
張

す
る
仕
組
み
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
て

き
め
細
か
に
容
量
を
決
定
で
き
る
た
め

だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
ム
ダ
な
く
計
画
的

な
拡
張
が
可
能
と
な
る
。

　

現
在
稼
働
中
で
あ
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

方
式
の
給
湯
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
、
管

理
者
・
現
場
ス
タ
ッ
フ
と
も
に
満
足
度

が
高
い
。「
自
動
運
転
な
の
で
楽
で
す

し
、
操
作
も
簡
単
な
の
で
助
か
り
ま
す

ね
。
今
の
と
こ
ろ
故
障
も
な
く
、
安
定

し
て
稼
働
し
て
い
ま
す
」
と
、
株
式

会
社
お
お
と
う
桜
街
道
・
島
袋
剛
副
支

北九州方面と大分・熊本方面をつなぐ要所に位置する、約3万
7,000㎡の敷地面積を誇る国内最大級の道の駅。「一流の設計士・
デザイナー・匠により完成されるこだわりの道の駅」というコ
ンセプトのもと、昨年10月にオープン。充実した温浴施設に加え、
こだわりぬいた設計と、匠による洗練された建築も見ものだ。

道の駅「おおとう桜街道」

〒 824-0511
福岡県田川郡大任町大字今任原 1339
TEL：0947-63-4430
URL：http://www.town.oto.fukuoka.jp

株
式
会
社
お
お
と
う
桜
街
道　

副
支
配
人

島
袋 

剛 

氏

株
式
会
社
レ
ー
モ
ン
ド
設
計
事
務
所

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
設
計
部　

設
備
部
長

奥
津 

有
二 

氏

大
成
温
調
株
式
会
社

九
州
支
店　

工
事
部　

主
任

吉
兼 

忠
彦 

氏

灯油ボイラー方式のランニングコストは年間約 2,500 万円、ヒー
トポンプ方式は約 1,740 万円と、1年で約 760 万円の経費を
削減。その結果、イニシャルコストの差額は3.4 年で回収でき、
15年間で8,877 万円ものコストメリットが生まれる。

今回採用したヒートポンプ方式は、灯油ボイラー方式と比較する
と約 32％（約 277t ／年）のCO2 削減に結びつく。

温水供給は、井戸水と源泉で２系統に分かれる。井戸水の加熱には業務用エコキュート（加熱能力40kW×11台）、
源泉加温には空冷ヒートポンプチラー（加熱能力90kW×1台）を使用。各貯湯槽、タンク、浴槽の温度調整に、
灯油ボイラー（349kW×2台）を稼働させている。

福岡

北九州

飯塚

おおとう桜街道

（70°C）

（70°C）

（70°C）

（65°C）（40°C）

（45°C）

（45°C）

（38°C） （17°C）

（70°C）

（70°C）

貯湯槽
30m3

貯湯槽
52m3

温泉タンク
30m3 温水タンク

0.8m3

業務用エコキュート
（加熱能力40kＷ×11台）

灯油ボイラー
（349kＷ×2台）

熱
交
換
器

熱
交
換
器

熱
交
換
器

熱
交
換
器

熱
交
換
器

（40～42°C）

源泉浴槽

シャワー・カラン、一般水洗
家族風呂用

浴
槽
用
（
家
族
風
呂
除
く
）

ジャグジー等

浴槽循環

源泉 井戸水
空冷ヒートポンプチラー
（加熱能力90kＷ×1台）

（80°C） （80°C）

（80°C）
（70°C） （70°C）

（70°C）

（65°C）

（70°C）（40～42°C）

おおとう桜街道の給湯システム ライフサイクルコスト比較
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（t／年）
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フィットネスクラブでは、温水プールと浴場に大量の湯を使用する。
それを供給するシステムとして、石川県の松任駅前に店舗を構える「エイムフェイス」では、

エコキュートとヒートポンプ給湯チラーを導入した。電力による給湯には、
ランニングコストの削減にとどまらない、それ以上の効果があった。

プールと浴場で使う大量の湯を

ヒートポンプ給湯機による
夜間蓄熱でまかなう

　

北
陸
新
幹
線
の
工
事
が
進
む
Ｊ
Ｒ
北

陸
本
線
の
松
任
駅
周
辺
に
は
、
松
任
城

跡
の
公
園
を
囲
む
よ
う
に
、
文
化
会
館

や
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
が
建
ち
並

び
、
白
山
市
の
玄
関
口
と
し
て
の
顔
が

整
う
。
そ
の
一
画
に
あ
る
松
任
駅
南
ビ

ル
に
、
２
０
０
８
年
オ
ー
プ
ン
し
た
の

が
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
「
エ
イ
ム

フ
ェ
イ
ス
」
だ
。

　

延
床
面
積
は
約
２
6
0
0
㎡
。
そ
の

中
に
最
新
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
マ
シ
ン
を

並
べ
た
ジ
ム
、
ホ
ッ
ト
ヨ
ガ
用
を
含
む

2
面
の
ス
タ
ジ
オ
、25
ｍ
プ
ー
ル
3
コ
ー

ス
の
ほ
か
、
浴
場
、
サ
ウ
ナ
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
チ
ェ
ア
な
ど
を
備
え
る
。
設
備
の
充

実
ぶ
り
と
交
通
の
便
利
さ
か
ら
多
く
の

会
員
を
獲
得
し
、
特
に
流
行
の
ホ
ッ
ト

ヨ
ガ
は
、
こ
の
施
設
で
も
大
人
気
だ
。

昨
年
か
ら
子
ど
も
向
け
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
、
幅

広
い
ユ
ー
ザ
ー
層
が
訪
れ
る
ス
ポ
ッ
ト

に
成
長
し
て
い
る
。

　
「
エ
イ
ム
フ
ェ
イ
ス
」
を
運
営
す
る
株

式
会
社
エ
イ
ム
は
石
川
県
内
で
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
直
営
事
業
を
展
開
し

て
お
り
、
本
施
設
は
４
店
舗
目
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
店
舗
で
は
、
給
湯
設
備
に

重
油
焚
き
の
ボ
イ
ラ
ー
を
用
い
て
い
た

が
、
こ
の
施
設
で
は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に

よ
る
給
湯
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

　

給
湯
設
備
は
業
務
用
エ
コ
キ
ュ
ー
ト

と
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
チ
ラ
ー
が
各
4

台
。
こ
の
給
湯
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
夜

間
に
沸
か
し
た
湯
を
、
4
5
t
の
貯
湯

エイムフェイス（石川県白山市）特集 蓄熱システム徹底研究　②
C A S E  S T U D Y
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槽
2
基
に
貯
め
、
9
時
30
分
か
ら
23
時

の
営
業
時
間
に
使
用
す
る
。
ま
た
、
空

調
設
備
の
一
部
に
は
エ
コ
・
ア
イ
ス
（
蓄

熱
式
空
調
シ
ス
テ
ム
）
を
採
用
す
る
な

ど
熱
源
設
備
は
す
べ
て
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・

蓄
熱
シ
ス
テ
ム
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
は
北
陸

地
方
で
は
初
め
て
。
全
国
的
に
も
珍
し

い
と
い
う
。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

　
エ
イ
ム
の
代
表
、吉
田
康
志
氏
は
「
エ

イ
ム
フ
ェ
イ
ス
」
を
手
が
け
る
以
前
か

ら
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
関
心
を
寄
せ
て

い
た
と
い
う
。

　
「
お
客
様
に
健
康
に
な
っ
て
い
た
だ

く
、
と
い
う
の
が
当
社
の
理
念
。
し
か

し
、
そ
の
た
め
に
地
球
環
境
が
不
健
康

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
元
も
子
も
な
い
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
つ
な
が

る
新
し
い
技
術
は
、
積
極
的
に
採
り
入

れ
て
い
き
た
い
」

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
使
う
お
湯

の
量
は
膨
大
だ
。
最
も
お
湯
を
使
う
の

が
浴
場
で
あ
る
。
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
に
は
1
日
に
７
０
０
〜
８
０
０
人
の

来
店
者
が
あ
り
、
そ
の
ほ
ぼ
全
員
が
浴

場
を
利
用
す
る
。
こ
れ
は
一
般
的
な
銭

湯
よ
り
も
多
い
計
算
に
な
る
。
こ
れ
に

お
客
様
の
健
康
を
願
う
企
業
と
し
て

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
環
境
性
能
に
以
前
か
ら
注
目

対
応
で
き
る
能
力
が
給
湯
設
備
に
は
求

め
ら
れ
る
が
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
シ

ス
テ
ム
は
対
応
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

北
陸
で
は
、
冬
期
の
降
雪
や
強
い
季

節
風
な
ど
が
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム

の
運
用
を
妨
げ
る
可
能
性
も
あ
る
。
し

か
し
エ
イ
ム
フ
ェ
イ
ス
で
は
、
室
外
機

へ
の
防
雪
・
防
寒
対
策
を
強
化
す
る
こ

と
で
問
題
の
発
生
を
防
い
で
い
る
。
ま

た
、
8
台
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
機
を

稼
働
さ
せ
る
こ
と
で
、
故
障
の
リ
ス
ク

を
分
散
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
効
果
は

ど
う
だ
ろ
う
。
重
油
ボ
イ
ラ
ー
を
使
用

し
て
い
る
エ
イ
ム
の
既
存
店
と
比
較
し

て
、
吉
田
氏
は
語
る
。

　
「
規
模
の
違
い
は
あ
る
が
電
気
代
は
エ

イ
ム
の
他
店
で
か
か
る
重
油
代
と
同
じ

く
ら
い
。
他
店
で
は
ほ
か
に
電
気
代
も

か
か
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
分
は
確
実

に
コ
ス
ト
が
下
が
っ
て
い
る
」

　

日
々
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
減
ら

す
努
力
も
行
わ
れ
て
い
る
。
支
配
人
の

坂
本
啓
太
氏
は
、
就
任
以
来
、
細
か
な

運
用
の
工
夫
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
休

館
日
の
プ
ー
ル
で
給
湯
チ
ラ
ー
の
タ
イ

マ
ー
設
定
に
よ
り
水
温
が
下
が
り
き
ら

な
い
よ
う
に
し
た
り
、
空
調
を
入
れ
る

時
刻
を
部
屋
ご
と
に
細
か
く
変
え
た
り

…
…
。
こ
れ
ら
の
実
施
に
よ
り
、
削
減

の
効
果
は
確
か
に
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど
う
使
わ
れ
て
い
る

か
、
見
え
や
す
い
か
ら
対
策
も
立
て
ら

れ
る
。
そ
の
意
味
で
も
助
か
っ
て
い
る
」

松任駅前の公園を眺めることができるジムは2階に。ホットヨガやピラティスなどに対応したスタジオも備える
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次
に
、
施
設
設
計
の
観
点
か
ら
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
給
湯
シ
ス
テ
ム
を
選
ん
だ
理

由
を
聞
い
て
み
よ
う
。
設
備
設
計
を
担

当
し
た
株
式
会
社
釣
谷
設
備
事
務
所
の

向
川
富
美
男
氏
に
よ
る
と
、
狙
い
は
ま

ず
コ
ス
ト
の
削
減
だ
っ
た
。

　
「
燃
料
代
が
高
騰
し
て
い
た
。
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
に
は
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
に
よ
る
給
湯
が
い
い
。
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
高
く
な
る
が
、
今
回

の
計
画
で
は
建
設
予
算
の
中
に
収
め
る

こ
と
が
で
き
た
」

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
、
イ

ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
増
加
分
は
5
年
で

回
収
で
き
る
こ
と
が
判
明
。
そ
の
結
果
、

採
用
が
決
ま
る
。

　
「
も
ち
ろ
ん
コ
ス
ト
的
な
観
点
だ
け
で

な
く
、
エ
イ
ム
フ
ェ
イ
ス
様
の
環
境
ニ
ー

ズ
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
シ
ス
テ
ム
が

適
し
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
」

と
向
川
氏
。
コ
ス
ト
、
環
境
の
両
面
か

建
物
全
体
の
計
画
に
結
び
つ
い
た
設
備
設
計

貯
湯
槽
は
地
下
ピ
ッ
ト
に
収
め
る

給湯の大部分を消費する大浴場

業務用エコキュート：
加熱能力40ｋＷ×4台
ヒートポンプ給湯チラー：
加熱能力52.6ｋＷ × 4台
貯湯槽：45㎥×2基

設
備
概
要

左上）立体駐車場のスペースを活
かし、業務用エコキュートとヒー
トポンプ給湯チラーが並ぶ
右上）ヒートポンプ給湯チラー
左下）業務用エコキュート
右下）地下ピットのスペースに収
められている貯湯槽
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り
返
る
。*

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

　

吉
田
氏
は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
関
し
て
、
も
う
ひ
と

つ
重
要
な
メ
リ
ッ
ト
を
挙
げ
た
。

　
「
と
に
か
く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
楽
、
そ

れ
が
一
番
あ
り
が
た
い
。
ボ
イ
ラ
ー
を

使
っ
て
い
る
エ
イ
ム
他
店
は
、
そ
の
管

理
に
手
間
が
か
か
る
が
、
こ
こ
で
は
ス

イ
ッ
チ
を
ポ
ン
と
押
す
だ
け
。
あ
と
は

機
械
の
面
倒
を
み
る
必
要
が
な
い
。
そ

の
分
、お
客
様
に
対
し
て
一
生
懸
命
サ
ー

ビ
ス
で
き
る
」

　

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
よ
る
給
湯
シ
ス
テ

ム
を
採
用
し
て
、
非
常
に
満
足
し
て
い

る
と
い
う
吉
田
氏
。
今
後
、
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ク
ラ
ブ
を
別
の
場
所
に
出
店
す
る

際
に
も
、
ぜ
ひ
採
用
し
て
み
た
い
と
言

う
。

体
駐
車
場
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て

い
る
。「
エ
イ
ム
フ
ェ
イ
ス
」
は
、
ビ
ル

の
キ
ー
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
計
画
の
時
点

か
ら
関
わ
っ
て
い
た
が
、
入
居
す
る
階

を
決
め
る
段
階
で
、
ア
ク
セ
ス
し
や
す

い
下
層
部
に
入
る
の
か
、
景
色
の
よ
い

上
層
部
に
入
る
の
か
、
２
つ
の
案
で
迷
っ

た
と
い
う
。
結
果
的
に
は
1
〜
２
階
に

決
め
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
設
備
の
合
理

化
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

建
物
の
地
下
に
あ
る
高
さ
４
ｍ
の
ピ
ッ

ト
を
貯
湯
槽
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使
う

こ
と
が
で
き
た
の
だ
。
す
ぐ
上
が
利
用

階
な
の
で
余
計
な
配
管
工
事
も
い
ら
な

い
。
し
か
も
地
下
ピ
ッ
ト
な
の
で
、
こ
こ

は
床
面
積
に
も
算
入
さ
れ
な
い
。

　
「
地
下
ピ
ッ
ト
の
大
き
さ
と
、
必
要
な

容
量
の
タ
ン
ク
と
が
ぴ
っ
た
り
と
マ
ッ

チ
し
た
。
う
ま
く
設
計
で
き
た
な
、
と

思
え
た
瞬
間
だ
っ
た
」
と
向
川
氏
は
振

ら
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
シ
ス
テ
ム
へ
の

信
頼
は
厚
い
。

　

一
方
、
給
湯
設
備
の
設
計
が
建
物
全

体
の
計
画
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る

と
こ
ろ
も
特
筆
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

松
任
駅
南
ビ
ル
は
6
階
建
て
で
、
立

石川県内でフィットネスクラブの直営事業を展開する（株）エ
イムの4号店。最新鋭のマシンが並ぶジム、2面のスタジオ、
25ｍ×3コースのプールを備えた本格的な施設で、ホットヨガ
など新しいダイエットプログラムにも対応している。JR北陸本
線松任駅前にあるため、アクセスも至便だ。

エイムフェイス

〒 924-0871
石川県白山市西新町 204-1
TEL：076-274-7111
URL：http://www.fitness-aim.com

株
式
会
社
エ
イ
ム　

代
表
取
締
役
社
長

吉
田 

康
志 

氏

福井

金沢

富山

エイムフェイス

株
式
会
社
エ
イ
ム　

支
配
人

坂
本 

啓
太 

氏

株
式
会
社
釣
谷
設
備
事
務
所　

取
締
役　

設
備
統
括

向
川 

富
美
男 

氏

プール

浴槽

シャワー

カラン

貯湯槽
熱
交
換
器

熱
交
換
器

熱
交
換
器

○冬期
１）貯湯槽への蓄熱
　・業務用エコキュート（40kW×4台）、ヒートポンプ給湯チラー（52.6 kＷ×4台）
　　およびヒートポンプチラー（90kW×3台）を使い蓄熱運転を行う。
　　※ただし、ヒートポンプチラーは貯湯槽温度が45℃まで運転する。
２）プール・浴槽の昇温
　・貯湯槽のお湯を利用するが、朝方はヒートポンプチラーも昇温運転を行う。

エイムフェイスの給湯システム

 ○夏期・中間期
１）貯湯槽への蓄熱
　・業務用エコキュート（40kW×4台）、ヒートポンプ給湯チラー（52.6 kＷ×4台）を
　　使い蓄熱運転を行う。
２）プール・浴槽の昇温
　・貯湯槽のお湯を利用する。
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岐阜県大垣市のホテル「バードグリーンホテル フェンテ・グランデ」では
今年２月からヒートポンプを主体とする新たな給湯・空調システムが稼働を開始。

24時間365日、快適性が求められるホテルという業態特性
そして“水の都”の地域特性を考慮した優れた活用事例として興味深い。

ホテルの快適性と地球環境保全に貢献する

ヒートポンプ給湯・
空調システム

　

岐
阜
県
大
垣
市
は
、
市
内
を
長
良
川

や
揖
斐
川
な
ど
15
も
の
一
級
河
川
が
流

れ
、
地
下
水
も
豊
富
な
こ
と
か
ら
、〝
水

の
都
〞
の
異
名
を
と
る
。
そ
の
中
心
部

に
あ
る
の
が
、「
バ
ー
ド
グ
リ
ー
ン
ホ
テ

ル 

フ
ェ
ン
テ
・
グ
ラ
ン
デ
」。
ス
ペ
イ
ン

の
大
聖
堂
を
モ
デ
ル
に
し
た
チ
ャ
ペ
ル

が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
結
婚
式
場
と
し

て
人
気
が
高
い
ホ
テ
ル
だ
。

　

 

「
１
９
９
１
年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、

週
末
は
結
婚
式
、
平
日
は
ビ
ジ
ネ
ス
の

お
客
様
が
多
く
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
、

広
く
地
元
の
方
々
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
ご

利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」
と
語
る

の
は
、
同
ホ
テ
ル
を
運
営
し
、
岐
阜
県

と
福
井
県
で
結
婚
式
場
・
ホ
テ
ル
・
葬

祭
場
を
展
開
し
て
い
る
株
式
会
社
ア
ス

ピ
カ
常
務
取
締
役
の
渡
辺
芳
晴
氏
。
社

長
の
経
営
方
針
に
も
あ
る
「
ど
こ
よ
り

も
感
謝
の
心
を
大
切
に
す
る
企
業
へ
」

を
原
点
に
、
同
ホ
テ
ル
で
は
、〝
お
も
て

な
し
の
心
〞
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
、

地
元
の
人
々
に
愛
さ
れ
る
空
間
、
雰
囲

気
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
る
と
い
う
。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

　

同
ホ
テ
ル
が
設
備
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

検
討
し
だ
し
た
の
は
２
０
０
９
年
秋
。

そ
れ
か
ら
約
１
年
を
か
け
て
、
更
新
す
る

機
器
の
選
定
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
へ
の

補
助
金
の
申
請
な
ど
を
行
い
、
２
０
１
０

年
10
月
に
更
新
工
事
を
ス
タ
ー
ト
。
約

４
カ
月
後
の
２
０
１
１
年
２
月
に
新
設

備
が
本
格
稼
働
を
開
始
し
た
。

バードグリーンホテル   フェンテ・グランデ（岐阜県大垣市）特集 蓄熱システム徹底研究　③
C A S E  S T U D Y
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業
態
特
性
や
地
域
特
性
も
考
慮
し
た

高
効
率
な
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

設
備
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
き
っ
か
け
は
、

設
備
の
老
朽
化
だ
。「
お
客
様
か
ら
、
部

屋
が
暖
か
く
な
ら
な
い
、
涼
し
く
な
ら

な
い
と
い
っ
た
声
が
頻
繁
に
届
く
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
」
と
、
同
ホ
テ
ル

設
備
課
チ
ー
フ
・
入
江
一
敏
氏
は
、
当

時
を
振
り
返
る
。
ま
た
、「
空
調
に
重
油

焚
吸
収
式
冷
温
水
発
生
機
、
給
湯
に
は

重
油
ボ
イ
ラ
ー
を
使
っ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
重
油
価
格
の
高
騰
は
常
に
悩
み
の

タ
ネ
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
省
エ
ネ
法
の

改
正
も
決
ま
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減

義
務
も
生
じ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
重
油
使
用
量
の
削
減
が
必

要
な
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
」

　

新
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ
た
っ
て
重

視
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
、「
高
効
率
で
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
高
い
こ
と
」「
配
管
な

ど
既
存
の
設
備
を
最
大
限
に
利
用
で
き

る
こ
と
」「
お
客
様
へ
の
影
響
が
小
さ
い

こ
と
」
で
あ
る
。
施
工
担
当
の
三
菱
電

機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
・

鈴
木
忠
宣
氏
、
設
計
担
当
の
三
機
工
業

株
式
会
社
・
安
藤
祐
馬
氏
は
、
そ
う
し

た
条
件
を
満
た
す
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

熱
回
収
水
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
と

空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
を
組
み
合

わ
せ
た
給
湯
・
空
調
シ
ス
テ
ム
を
提
案

し
た
。
こ
れ
は
、
ホ
テ
ル
と
い
う
業
態
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特
性
、
そ
し
て
大
垣
市
の
地
域
特
性
も

考
慮
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

重
油
ボ
イ
ラ
ー
に
代
わ
っ
て
大
量
の

給
湯
需
要
を
ま
か
な
う
こ
と
に
な
る
熱

回
収
水
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
は
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
成
績
係
数
）
が
高
い
の
で
大

幅
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
貢
献
す
る
。
し

か
も
、
そ
の
利
用
範
囲
は
給
湯
だ
け
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
ホ
テ
ル
の
場
合
、
客

室
に
暖
房
が
必
要
な
時
期
で
も
、
宴
会

場
で
は
冷
房
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
異

な
る
空
調
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
、
従
来
は
こ
う
し
た
状
況
に
備
え

て
宴
会
場
専
用
の
水
冷
チ
ラ
ー
を
用
意

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
一
方
、
新
シ
ス

テ
ム
で
は
、
給
湯
需
要
を
ま
か
な
う
熱

回
収
水
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
の
冷

排
熱
を
回
収
し
て
宴
会
場
の
冷
房
に
利

用
可
能
な
た
め
、
設
備
を
1
台
に
集
約

で
き
る
。
冷
温
同
時
利
用
に
よ
り
、
設

備
の
一
元
化
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
同
時

に
達
成
で
き
る
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
冷

房
の
最
需
要
期
と
な
る
真
夏
に
は
、
熱

回
収
水
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
の
冷

排
熱
は
、
宴
会
場
だ
け
で
な
く
、
ホ
テ

ル
全
体
の
冷
房
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
。

　

良
い
こ
と
ず
く
め
の
よ
う
だ
が
、
設

計
す
る
う
え
で
ク
リ
ア
し
な
く
て
は
な

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
が

与
え
て
く
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト

熱回収水冷ヒートポンプチラー×1台
加熱能力：358kW
冷却能力：246.1kW
空冷ヒートポンプチラー×4台
冷却能力：180kW
加熱能力：160kW

設
備
概
要
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岐阜県・福井県で展開する冠婚葬祭互助会　株式会社アスピカ
のホテル。アスピカグループ内で最大級の規模を誇る。スペイ
ンの大聖堂をモデルにしたチャペルを併設しており、結婚式場
として人気。平日はビジネス利用も多い。

バードグリーンホテル フェンテ・グランデ

〒 503-0864
岐阜県大垣市南頬町 1-159
TEL：0120-788-339
URL：http://www.birdgreen-hotel.jp 

バードグリーンホテル
フェンテ・グランデ

名古屋

福井

岐阜

株式会社アスピカ
常務取締役

渡辺 芳晴 氏

貯湯槽給湯負荷
（客室・厨房給湯）

冷房負荷
（宴会場・客室等）

熱回収水冷ヒートポンプチラー×1台
（加熱能力358kW／
冷却能力246.1kW）

冷房負荷がない場合は
井水を利用（温熱源として）

給湯負荷がない場合は
井水を利用（冷熱源として）

井
水
熱
交
換
器

井
水
熱
交
換
器

井
水

バードグリーンホテル フェンテ・グランデの給湯システム

株式会社アスピカ
岐阜本部　設備課 チーフ

入江 一敏 氏

三菱電機ビルテクノサービス株式会社
岐阜支店　支店長

鈴木 忠宣 氏
三機工業株式会社　中部支社　
主任

安藤 祐馬 氏

ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
た
。「
熱
回
収

水
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
の
利
用
に

お
い
て
は
、
給
湯
と
冷
房
の
負
荷
バ
ラ

ン
ス
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
と

も
と
こ
の
地
域
は
地
下
水
が
豊
富
で
、

以
前
は
冷
却
塔
補
給
水
に
使
用
し
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
井
水
熱
交
換
器
を
設

置
し
て
、
井
水
を
温
熱
源
・
冷
熱
源
に

利
用
す
る
こ
と
で
、
給
湯
と
冷
房
の
負

荷
バ
ラ
ン
ス
を
補
う
こ
と
に
し
た
の
で

す
。〝
水
の
都
〞
と
い
う
地
域
特
性
を
う

ま
く
活
か
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
、
既
存
の
貯
湯
タ
ン
ク

に
よ
る
蓄
熱
効
果
も
負
荷
バ
ラ
ン
ス
を

取
る
の
に
役
立
っ
て
い
ま
す
」
と
、
安

藤
氏
は
説
明
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
業
態
特
性
・
地
域
特
性

を
配
慮
し
た
高
効
率
な
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

シ
ス
テ
ム
の
採
用
に
よ
り
、
同
ホ
テ
ル

で
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
、
給
湯
・
空
調
の
経

費
と
も
に
、
大
幅
な
削
減
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
「
更
新
前
と
比
較
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
は
約
5
7
0
ｔ
削
減
。
こ
れ
は
約

24
％
削
減
に
あ
た
り
ま
す
。ま
た
、給
湯・

空
調
の
経
費
は
約
26
％
削
減
が
可
能
で

す
」
と
、
鈴
木
氏
は
試
算
す
る
。

　
「
環
境
負
荷
が
少
な
く
な
り
、
本
当
に

快
適
な
空
間
と
時
間
を
提
供
し
て
い
る

と
、
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」（
同
ホ
テ
ル
副
支
配
人
・
松
浦

良
紀
氏
）
と
、
確
か
な
手
応
え
を
感
じ

て
い
る
。ま
た
、「
重
油
ボ
イ
ラ
ー
の
場
合
、

煤
煙
の
測
定
、
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
ー
の
清

掃
、
地
下
の
重
油
タ
ン
ク
の
点
検
、
消

防
署
へ
の
届
け
出
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

作
業
が
必
要
で
し
た
。そ
れ
ら
の
時
間
的・

精
神
的
負
担
か
ら
解
放
さ
れ
る
メ
リ
ッ

ト
は
、数
字
に
は
表
し
に
く
い
の
で
す
が
、

決
し
て
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
入
江

氏
。
そ
し
て
、「
何
よ
り
も
大
き
い
の
は
、

熱
源
転
換
に
よ
り
地
球
環
境
保
全
を
考

え
る
当
社
の
姿
勢
を
、
社
外
は
も
ち
ろ

ん
社
内
に
も
示
し
た
こ
と
で
す
。
お
客

様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
さ
ず
に
、

省
エ
ネ
を
達
成
で
き
る
。
社
員
の
意
識

改
革
の
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
よ
」と
、

渡
辺
氏
は
語
っ
た
。

　

導
入
後
間
も
な
い
現
時
点
で
、
具
体

的
な
数
字
的
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
て
く
る

前
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
導
入
効
果
が
出
て

き
て
い
る
。
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新
潟
市
は
、
平
坦
で
自
転
車
が
走
り

や
す
い
地
形
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
日

本
海
に
面
し
て
い
る
も
の
の
、
冬
で
も

雪
が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
10
年
近

く
前
か
ら
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
が
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
「
に
い
が
た

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
」
と
呼
ば
れ
、
新
潟

市
民
・
新
潟
市
が
協
働
で
行
っ
て
い
る
。

　
2
0
0
2
年
4
月
、
市
内
の
放
置
自

転
車
対
策
と
中
心
商
店
街
の
活
性
化
を

図
り
、2
つ
の
商
店
街
と
有
志
、新
潟
市
、

信
濃
川
下
流
河
川
事
務
所
の
共
同
事
業

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
駐
輪
場
や
ホ

テ
ル
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
7
カ
所
が
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
協
力

し
、
新
潟
市
が
1
0
0
台
の
自
転
車
を

貸
し
出
し
た
。
当
初
は
半
年
間
の
社
会

実
験
の
予
定
だ
っ
た
が
、
日
平
均
43
%

と
実
験
期
間
中
の
利
用
率
が
高
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
後
も
継
続
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　

市
の
施
設
や
市
内
の
料
亭
、
ホ
テ
ル

な
ど
を
含
め
、
現
在
で
は
21
カ
所
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
い
ず
れ
か
ら
で

も
貸
出
・
返
却
が
可
能
で
あ
る
。
初
回

利
用
時
に
身
分
証
明
書
を
提
示
し
て
会

員
カ
ー
ド
の
発
行
を
受
け
れ
ば
、
誰
で

も
簡
単
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

利
用
者
層
は
幅
広
く
、
登
録
者
の
60
%

が
県
外
在
住
者
で
あ
る
。
利
用
目
的
は
、

市
民
の
買
い
物
が
最
も
多
く
、
そ
の
他
、

「自転車が行き交う街づくり」
　
2
0
1
0
年
に
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
の
国
内
出
荷
台
数
が
初
め
て
バ
イ
ク

全
体
を
上
回
る
な
ど
、
自
転
車
の
普
及

車
種
や
利
用
方
法
が
少
し
ず
つ
変
化
し

て
い
る
。
健
康
志
向
や
環
境
配
慮
意
識

の
高
ま
り
か
ら
、
C
O
2
を
排
出
し
な
い

交
通
手
段
と
し
て
自
転
車
が
見
直
さ
れ
、

近
年
、
都
市
部
で
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

事
業
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

1
9
7
0
年
頃
か
ら
、
観
光
客
向
け
の

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
観
光
都
市
の
駅
前

や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
中
心
に
普
及
し
て

い
た
が
、
1
9
8
0
年
の
平
塚
駅
を
皮

切
り
に
、
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
事

業
が
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
事
業
の
き
っ
か
け
は
、
放
置

自
転
車
対
策
や
駐
輪
場
対
策
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
が
、
貴
重
な
地
域
住
民
の

足
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
で

街
を
活
性
化

連載
No.15

にいがたレンタサイクルステーション

にいがたレンタサイクル【ステーションマップ】

エ ネ ル ギ ー の ベ ス ト ド レ ッ サ ー
世田谷区桜新町レンタサイクルポート

カミフル・サイクルステーション（新潟市）
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ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
も
多
い
。

　

事
業
者
の
ひ
と
つ
で
あ
る
古
町
商
店

街
で
は
、
前
面
道
路
を
整
備
し
、
自
転

車
が
走
り
や
す
い
道
、
歩
行
者
が
歩
き

や
す
い
道
へ
の
整
備
も
行
っ
た
。
こ
の
結

果
、
通
行
量
が
35
%
増
加
し
、
空
店
舗

数
も
大
き
く
減
少
す
る
な
ど
、
市
民
が

行
政
を
引
っ
張
り
、
街
の
活
性
化
が
進

ん
で
い
る
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
は
、
市
の
駐
輪

場
1
カ
所
を
除
き
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
手
に
よ
り
行
わ
れ
、
合
計
2
0
0
名

以
上
の
ス
タ
ッ
フ
が
窓
口
運
営
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
務

局
や
総
務
、
会
計
な
ど
も
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
手
に
よ
る
。
自
転
車
は
、
放

置
自
転
車
を
修
理
し
て
再
利
用
し
て
お

り
、
2
0
1
1
年
2
月
現
在
、
1
9
8

台
の
自
転
車
を
配
置
し
、
定
期
的
に
台

数
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
利
用
料
が
3

時
間
1
0
0
円
と
低
料
金
な
こ
と
も
あ

り
、
利
用
台
数
は
夏
季
平
均
1
0
0
台

/
日
、
冬
季
平
均
20
台
/
日
で
、
年
間

2
万
5
0
0
0
回
転
し
て
い
る
。
日
平

均
の
利
用
率
は
約
35
%
と
非
常
に
高
い
。

　

自
転
車
の
管
理
方
法
な
ど
課
題
は
あ

る
が
、
市
民
主
導
と
い
う
特
色
を
活
か

し
な
が
ら
整
備
を
行
い
、
よ
り
良
い
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
と
今
後
の
展
開
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。

自然エネルギーを利用した
レンタサイクル
　東京23区で2番目に面積が大きい世田
谷区では、行政の手によるレンタサイクル
事業が行われている。東西には複数の私鉄
が走るが、南北には公共交通機関がほとん
どない。放置自転車対策として始めたコミュ
ニティサイクル事業「がやリン」は、今や
区民の南北をつなぐ交通インフラとなって
いる。
　世田谷区では、2011年4月現在利用さ
れている1,594台の自転車のうち、114台
を電動アシスト自転車としている。7カ所あ
るサイクルポートのうち、桜上水南と桜新
町の駐輪場屋根面に太陽光発電パネルを設
置し、電動アシスト自転車のバッテリー充
電に利用している。また、駐輪場内の照明
も太陽光発電でまかなわれている。

整備された商店街

レンタサイクル利用の様子

桜新町レンタサイクルポートの太陽光発電パネル

桜新町レンタサイクルポートの
電動アシスト自転車バッテリーと
リチウムイオン蓄電池

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

手
に
よ
る
事
業
展
開

太陽電池

直流

蓄電

充電

充電ボックス

AC 100V

充電池

電動アシスト自転車

レンタサイクルポートの
LED照明用電源

災害時などの非常用電源
交流

直流桜新町レンタサイクルポートの
太陽光発電システムフロー

4月 5月

1,000

2,000

3,000

4,000

6月 7月

2010年度
2009年度

8月 9月 10月 11月 12月 1月

月
別
平
均
利
用
回
数（
回
）

レンタサイクル利用状況
※にいがたレンタサイクル提供資料
100円 /回の利用料と各月の合計利用金額に基づき、利用回数を算出した。

　

先
の
地
震
発
生
時
、
都
心
で
は
公
共

交
通
機
関
の
大
規
模
な
運
休
に
と
も
な

い
、
多
く
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生
し
た
。

徒
歩
帰
宅
途
中
に
自
転
車
を
購
入
す
る

人
も
い
た
と
い
う
。
ガ
ソ
リ
ン
や
電
気

を
必
要
と
し
な
い
自
転
車
は
、
災
害
時

の
備
え
と
し
て
も
役
立
つ
。
日
本
国
民

一
丸
と
な
っ
て
復
興
に
向
け
て
動
い
て
い

る
今
、
自
転
車
の
有
用
性
を
再
認
識
す

る
機
会
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

新
潟
市
内
の
体
育
館
で
は
、
被
災
し

た
東
北
地
方
の
人
々
が
依
然
と
し
て
避

難
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
少
し
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
た
今
で
は
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
利
用
し

て
街
に
繰
り
出
す
姿
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
に
子
ど

も
た
ち
を
乗
せ
て
市
内
観
光

を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
行

わ
れ
、
自
転
車
が
活
用
さ
れ

て
い
る
。

災
害
時
の
自
転
車
利
用



当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
ま
で
大
型

の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
原
理
模
型
が
搬
送

困
難
で
あ
っ
た
海
外
イ
ベ
ン
ト
や
国

内
遠
隔
地
、
小
規
模
会
場
な
ど
で
の

イ
ベ
ン
ト
使
用
を
目
的
に
、
持
ち
運

び
可
能
で
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
収
納
で

き
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
原
理
解
説
模

型
「
小
型
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
解
説
模
型
」

「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
体
験
模
型
」
の
2
台

を
製
作
い
た
し
ま
し
た
。

 

「
小
型
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
解
説
模
型
」

は
、
立
体
的
な
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
（
エ

ア
コ
ン
）
モ
デ
ル
の
前

面
に
、
L
E
D
の
点

滅
の
流
れ
で
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
の
サ
イ
ク
ル
を
解

説
す
る
ア
ク
リ
ル
パ

ネ
ル
を
設
置
す
る
構

造
で
、
体
験
者
が
直
接

ス
イ
ッ
チ
を
押
す
こ
と

で
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の

し
く
み
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
体

験
模
型
」
は
、
空
気
入

れ
、
ボ
ト
ル
、
バ
ル
ブ

で
構
成
さ
れ
、
体
験
者

が
操
作
す
る
こ
と
で
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
原
理

で
あ
る
圧
縮
・
膨
張
に

よ
る
温
度
変
化
（
ボ
イ

ル
・
シ
ャ
ル
ル
の
法
則
）

が
サ
ー
モ
カ
メ
ラ
を
通

小型ヒートポンプ解説模型

ヒートポンプ体験模型

じ
て
視
覚
的
に
確
認
で
き
る
し
く
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ト
ル

に
は
銅
の
フ
ィ
ル
ム
が
接
着
さ
れ
て

お
り
、
ボ
ト
ル
内
の
温
度
変
化
に
合

わ
せ
、
銅
の
フ
ィ
ル
ム
に
ボ
ト
ル
内

の
熱
が
伝
わ
っ
て
い
く
様
子
（
熱
力

学
第
二
法
則
）
も
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

今
回
製
作
し
た
模
型
を
国
内
外
の
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
活
用
し
、
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
の
原
理
を
理
解
い
た
だ
き
、

さ
ら
な
る
普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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持ち運びやすくコンパクトな
「小型ヒートポンプ解説模型」「ヒートポンプ体験模型」を製作



平
成
23
年
4
月
に
「
産
業
分
野
に

お
け
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
導
入
事
例
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

今
ま
で
の
工
場
で
は
、
設
備
投
資

が
割
安
で
、
燃
料
も
比
較
的
安
価
に

推
移
し
て
き
た
た
め
、
工
場
内
に
熱

を
搬
送
す
る
た
め
に
蒸
気
を
利
用
す

る
こ
と
が
多
く
、
高
温
か
ら
低
温
ま

で
す
べ
て
の
熱
需
要
を
蒸
気
で
ま
か

な
っ
て
き
ま
し
た
。

近
年
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
技
術
革

新
に
よ
り
、
高
効
率
化
や
出
力
温
度

の
拡
大
が
進
ん
で
お
り
、今
ま
で
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
が
あ
ま

り
活
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
産
業
分

野
で
も
、
少
し
ず
つ
導
入
が
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、

産
業
分
野
に
お
け
る
導
入
事
例
を
用

い
て
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス
テ

ム
の
活
用
方
法
や
特
徴
・
効
果
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
例
を
多
く
の
方
に
見

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

用
途
で
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス

テ
ム
の
活
用
が
拡
が
り
、
産
業
分
野

に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
が
進
む
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
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産業分野での導入事例を幅広く紹介
「産業分野におけるヒートポンプ導入事例」発行



ダ
ム
工
事
現
場
で
活
躍
す
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

〜
仁
賀
ダ
ム
建
設
現
場
で
の
導
入
事
例
〜

　

地
域
の
農
業
用
水
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
て
き
た
広
島
県
の
賀
茂
川
。
こ
れ

ま
で
に
、
夏
期
の
深
刻
な
水
不
足
や
大

雨
に
よ
る
大
規
模
な
浸
水
被
害
な
ど
に

悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
沿
岸
部
の
発
展
に

と
も
な
っ
て
、
そ
の
被
害
は
増
加
傾
向

に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
下
流
部
で
の
水

害
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
既
得
取
水
の
安

定
化
と
河
川
環
境
の
保
全
を
は
か
る
た

め
、
平
成
18
年
12
月
、
仁
賀
ダ
ム
の
建

設
が
着
工
さ
れ
た
。

　

堤
高
47
m
、
堤
頂
長
1
5
4
m
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
を
建
設
す
る
た

め
、
仁
賀
ダ
ム
の
建
設
現
場
で
は
、

1
日
3
0
0
〜
5
0
0
３ｍ
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
製
造
す
る
。
そ
の
際
に
重
要

と
な
る
の
が
、
練
り
水
の
温
度
管
理
。

ひ
び
割
れ
の
生
じ
な
い
強
固
な
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
仕
上
げ
る
た
め
に
は
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
打
設
温
度
を
適
切
に
管
理

す
る
必
要
が
あ
る
。
従
来
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ト
で
は
、
そ
の
た
め
に

チ
ラ
ー
に
よ
り
冷
水
を
、
ボ
イ
ラ
ー
に

よ
り
温
水
を
調
達
し
て
い
た
。

　

今
回
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ト
に

空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
を
導
入
し

た
こ
と
に
よ
り
、
ボ
イ
ラ
ー
設
備
が
不

要
と
な
り
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
設
備
1
つ

で
冷
温
水
両
方
の
供
給
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

チ
ラ
ー
で
製
造
し
た
冷
却
水
7
℃
（
冬

場
37
℃
）
を
川
か
ら
取
水
し
た
水
に
供

給
し
、
混
水
温
度
夏
場
7
℃
（
冬
場

37
℃
）
を
保
持
し
な
が
ら
セ
メ
ン
ト
・

砂
利
と
一
緒
に
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る
こ

と
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
温
度
を
夏

場
25
℃
以
内
・
冬
場
5
℃
以
上
に
保
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
冷
水
・
温
水

と
も
に
安
定
し
て
効
率
よ
く
供
給
す
る

こ
と
が
可
能
な
た
め
、
高
品
質
な
ダ
ム

造
り
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

導
入
し
た
チ
ラ
ー
は
機
器
が
コ
ン
パ

ク
ト
な
た
め
、車
1
台
で
運
搬
が
可
能
。

多
種
多
様
な
現
場
に
対
応
で
き
る
高
い

汎
用
性
を
持
つ
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ト
で
は
、
現

場
の
規
模
に
応
じ
た
性
能
の
チ
ラ
ー
が

必
要
に
な
る
が
、
導
入
し
た
チ
ラ
ー
は

モ
ジ
ュ
ー
ル
連
結
方
式
の
た
め
、
異
な

る
現
場
で
も
連
結
台
数
の
増
減
で
対
応

で
き
る
。
ま
た
、
大
規
模
現
場
で
も
高

圧
ガ
ス
保
安
法
の
届
け
出
や
許
可
申
請

が
不
要
と
な
り
、
手
続
き
業
務
に
煩
わ

さ
れ
ず
に
済
む
の
も
施
工
業
者
に
と
っ

て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
。

﹇
導
入
機
器
﹈

ス
ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
モ
ジ
ュ
ー
ル
チ
ラ
ー

（
東
芝
キ
ヤ
リ
ア
）

空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
タ
イ
プ

標
準
仕
様
R
U
A
ー
T
B
P
0
9
0
2
H
N
V

（
3
台
連
結
）

安
定
し
た
温
度
管
理
が

必
要
な
現
場

さ
ま
ざ
ま
な
現
場
に

対
応
で
き
る
高
い
汎
用
性

安
定
し
た
冷
水
・
温
水
を

供
給
す
る

空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
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業界トップの中間期COP4.3を達成するとともに、外気温－7℃まで加
熱能力を維持し、－25℃まで使用可能となった。これまでのヒートポン
プ給湯機は、低外気温条件下で加熱能力やCOPが大幅に低下する
ため、寒冷地での導入には制約がともなっていたが、今回、新型スクロー
タリー二段圧縮コンプレッサーを開発し、外気温－7℃でも定格加熱能
力を維持するだけでなく、－25℃の極寒条件においても90℃の焚き上
げを可能にした。従来導入が困難であった寒冷地への導入を可能にし
た画期的なエコキュートだ。

－25℃の極寒条件でも90℃の給湯が可能

業務用 自然冷媒（CO2）ヒートポンプ給湯機
「キュートン」　型式：ESA30

主な仕様

■ 加熱能力：30kW 　■ 出湯温度：60～90℃　■ 外気温：－25～43℃

■ 16台まで連結可能（16台連結時 加熱能力:480kW）

■ 外形寸法：W1,350×D720×H1,690mm　■ 入水温度：5～63℃

■ 冷媒：R744（CO2）

三菱重工業

近年、ヒートポンプでお湯を沸かす給湯システムが注目を集めています。
ここでは、大容量化・高効率化・寒冷地対応などが図られたヒートポンプ給湯機器を紹介します。

ヒート ポ ン プ 給 湯 機 器 紹 介

加熱能力35kWのヒートポンプ給湯機を最大12台と、開放型貯湯タ
ンク（4～ 54t）最大2基を自由に組み合わせて、１日120tまでの給湯
が可能。福祉施設・ゴルフ場・ホテルなど、さまざまな施設に利用できる。
制御に給湯システムコントローラーを開発し、給湯の「見える化」を実現。
曜日ごとのスケジュールを設定するだけで、給湯負荷に合わせた最適
運転を自動で行うことができる。万が一の故障時には、自動バックアッ
プ運転で給湯停止のリスクを回避。また、冷媒にR410A冷媒を使用
したことで、冷媒系統の現地修理が容易に行え、早期復旧が可能と
なっている。

最大日給湯量120t、さまざまな給湯設備に

大型業務用ヒートポンプ給湯システム
「MEGA・Q」　型式：RLYP350A

主な仕様
■ 加熱能力：35kW　■ 圧縮機定格動力：9kW 

■ 運転重量：330kg　■ 外形寸法：W1,300×L765×H1,680mm　

■ 冷媒：R410A　■ 給湯温度：65℃、70℃　

ダイキン工業

アタリ
空気を熱源とし、温水・冷水の供給が可能。温水は35～ 60℃、冷
水は5～ 15℃の取り出しに対応している。また、新開発R134a用イ
ンバータースクリュー圧縮機を搭載することで、始動電流を低減し、負
荷変化への追従性が向上。過圧縮抑制機構の採用により、特に低
外気・低負荷の冷却運転の効率を向上させた。モジュール制御機能
を内蔵し、専用コントローラー不要で最大８台まで連結可能。連続設
置可能で、省スペース化を実現している。

一般空調チラーで60℃の温水取り出しを実現

空冷ヒートポンプ式インバータースクリューチラーユニット
型式：RHMF3000AV

日立アプライアンス

■ 加熱能力：265kW（パワーアップモード 300kW）/外気温度：7℃（乾球）、6℃

（湿球）、温水出口温度：45℃条件時　■ 冷却能力：265kW（パワーアップモ

ード 300kW）/外気温度：35℃（乾球）、冷水出口温度：7℃条件時　■ 冷媒：

R134a　■ 運転質量：4,200kg　■ 外形寸法：W3,800×D1,900×H2,450mm

■ 外気温度使用範囲〔加熱運転：－10～15.5℃（湿球）・冷却運転：－5～43℃（乾

球）〕　■ 温水出口温度範囲：35～60℃　■ 冷水出口温度範囲：5～15℃

主な仕様
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事務所建物1日の電力消費の

半分以上が空調に
使われています。

■ ヒートポンプ・蓄熱システムは、夜間に水や氷に熱を蓄え、昼間の空調に活用するシステムです。
■ 氷蓄熱は水蓄熱に比べて約7倍の蓄熱量があるため、蓄熱槽がコンパクトになり屋上などにも設置することができます。

水蓄熱式空調システム 氷蓄熱式個別分散型空調システム

ヒートポンプ・蓄熱システムのしくみ

事務所建物の電力消費内訳
■ 夏の事務所建物では、昼間を中心に空調が最も多
くの電力を消費しています。

■ ヒートポンプ・蓄熱システムを導入することで、ピーク
電力を削減しながら空調を利用することができます。

ヒートポンプ・蓄熱システム導入前

導入後（昼間、冷房に必要となる冷熱の半分を蓄熱でまかなった場合）

ピーク電力の削減に貢献する
ヒートポンプ・蓄熱システム
ヒートポンプ・蓄熱システムは、電力需要の少ない夜間に水や氷に熱を蓄え、昼間の冷房に使うシステム。
ピーク電力（昼間の電力）の削減と省エネルギー、CO2 排出量削減を同時に達成できるため、さらなる
活用が求められています。

ピーク電力を

約2割
カット

空調熱源
による

電力消費増

夜間に熱を
蓄えて

 建物屋上などを
利用して

蓄熱槽を設置

地下の遊休
スペースなどを
利用して蓄熱槽
を設置

関東の事務所建物における電力使用割合例

※事務所建物のモデルケース
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※導入事例や運用改善事例などは当センターホームページ（http://www.hptcj.or.jp）に掲載しております。
　また、ホームページ上では当センター発刊の蓄熱マニュアルもご案内しております。

■ ヒートポンプは熱を移動させることで空調や給湯を行う技
術であり、投入エネルギーの3～6倍の熱エネルギーを生
み出すことができます。

■ 蓄熱槽を活用することで、空調負荷の変動に影響されず、
効率が良い定格運転（一定の運転）が可能となります。

■ 夜間の涼しい外気を利用して冷熱をつくるため、ヒートポン
プの効率をさらに高くできます（外気温25℃稼働時では
35℃稼働時に比べてヒートポンプの効率は約2割向上し
ます）。

ヒートポンプ・蓄熱システム導入のメリット
省エネ性・環境性

■ 熱源設備容量を小さくできるので、契約電力削減により基
本料金が抑えられます。

■ 電気料金メニューの活用により、夜間の割安な料金を利用
できます。

※ 詳しい電気料金メニューについては、各電力会社に
　お問い合わせください。

経済性

蓄熱槽の設置場所を工夫することで、蓄熱システムを導入
することができます。

■ 地下の遊休スペースを蓄熱槽に改造
■ 屋上に氷蓄熱槽を設置（屋上の耐荷重の確認が必要）
■ 機械室内熱源機を屋上に移設し、機械室に氷蓄熱槽を設置
■ 駐車場スペースの一部を利用して氷蓄熱槽を設置　など

ヒートポンプ・蓄熱システムのさらなる活用に向けて

運用を変更することで、蓄熱量が増大し昼間のピーク電力
削減量を増やせます。

■ 水蓄熱槽の蓄熱温度を低温化
■ 空調機での利用温度差を拡大
■ 水蓄熱槽に潜熱蓄熱材を投入　など

導入していない場合

すでに導入している場合

普及状況およびピーク電力抑制効果
■ 全国で約30,000件の導入実績があり、蓄熱槽の
総容量は東京ドーム約2杯分にもなります。

■ ピークシフト電力は約180万kWに達しており、こ
れは40万 kWの火力発電所4基分以上に相当
するピーク電力削減効果を発揮しています。
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日
本
の
中
長
期
ロ
ー
ド
マッ
プ
と

世
界
の
C
O
2

排
出
量
削
減
への
取
り
組
み

―
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ

り
、
日
本
は
極
め
て
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

西
岡
秀
三
特
別
客
員
研
究
員
（
以
下

敬
称
略
）：
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
方
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
関
係
者
各
位
の
ご
努
力
に
敬

意
を
表
し
、
1
日
も
早
く
復
興
で
き

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
電
力
供
給

が
逼
迫
し
て
い
る
状
況
に
加
え
、
被

災
し
た
原
子
力
発
電
所
が
停
止
し
た

こ
と
か
ら
、
電
力
供
給
の
た
め
の
化

石
燃
料
使
用
量
増
加
が
想
定
さ
れ
、

日
本
全
体
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
徹
底

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
努
力
し
て
き
た
日
本

が
震
災
復
興
の
た
め
に
、
さ
ら
に
一

段
進
ん
だ
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
構

築
す
る
こ
と
は
、
世
界
全
体
の
重
要

課
題
で
あ
る
温
暖
化
対
策
の
点
か
ら

も
意
義
深
い
こ
と
で
す
。
私
は
温
暖

化
対
策
で
最
も
重
要
な
の
は
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
だ
と
考
え
て
お
り
、
住
宅
・

建
築
物
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
最
も
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
分
野
で
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
太
陽
が
暖
め
た

空
気
の
熱
を
利
用
す
る
高
効
率
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
を
導
入
し
て
、
空
調
・
給

湯
を
す
る
こ
と
が
有
効
な
対
策
だ
と

思
い
ま
す
。

―
西
岡
先
生
は
、
長
い
間
、
第
一

線
で
地
球
温
暖
化
問
題
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
ま
す
ね
。

西
岡
：
地
球
温
暖
化
の
防
止
は
世
界
全

体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大

き
な
課
題
で
す
。
私
が
委
員
長
を
務

め
た
中
央
環
境
審
議
会
地
球
環
境
部

会
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
小
委
員
会

で
は
、
2
0
1
0
年
12
月
に
「
地
球

温
暖
化
対
策
に
係
る
中
長
期
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
2
0
2
0
年
に
C
O
2
排
出
量

25
％
削
減
、
2
0
5
0
年
に
は
80
％
削

減
と
い
う
日
本
の
中
長
期
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
、
実
施
す
べ
き
対
策
・
施

策
や
コ
ス
ト
・
経
済
効
果
な
ど
を
ま
と

め
た
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
意
欲
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ

り
、
国
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
で
、
民

間
企
業
の
活
動
が
少
し
で
も
低
炭
素
に

向
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
海
外
に
目
を
向
け
る
と
、
欧
州
委

員
会
で
も
2
0
1
1
年
3
月
に
「
低
炭

素
経
済
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
2
0
5
0
」
を

公
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
欧
州
の

2
0
2
0
年
省
エ
ネ
目
標
を
達
成
す
れ

ば
、
C
O
2
排
出
量
25
％
削
減
は
可
能

で
あ
り
、
2
0
5
0
年
に
C
O
2
排
出

量
を
80
〜
95
％
削
減
す
る
た
め
の
経
済

効
率
が
高
い
2
0
2
0
年
目
標
と
し
て

は
、
現
状
の
20
％
削
減
を
25
％
に
引

き
上
げ
る
べ
き
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

2
0
0
9
年
末
の
C
O
P
15
以
降
は
ア

ジ
ア
各
国
も
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
積

極
的
な
姿
勢
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
例
え
ば
中
国
は
、
2
0
1
1
年

3
月
に
決
定
し
た
第
12
次
5
カ
年
計
画

に
お
い
て
、
G
D
P
当
た
り
の
C
O
2

排
出
量
削
減
目
標
設
定
や
環
境
技
術
産

業
の
育
成
強
化
な
ど
、
地
球
温
暖
化
防

止
へ
の
取
り
組
み
強
化
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

　

各
国
が
温
暖
化
対
策
の
中
長
期
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
、
世
界
中
で
議
論

し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

着
実
に
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
、
世
界

全
体
で
の
温
暖
化
対
策
推
進
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。

―
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
技
術
は
温
暖
化

対
策
に
お
い
て
重
要
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
。

西
岡
：
日
本
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
関
す

る
技
術
者
は
低
炭
素
社
会
実
現
に
対
し

て
非
常
に
意
識
が
高
い
で
す
ね
。
し
か

し
、
空
調
・
給
湯
分
野
に
幅
広
く
高
効

率
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
普
及
さ
せ
る
に
は

設
備
関
係
者
の
努
力
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
周
囲
の
人
を
上
手
く
巻
き

込
み
、
低
炭
素
社
会
実
現
の
意
識
や
取

り
組
み
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
低
炭
素
社
会
実
現
に
は
、
政
府
か

ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で〝
や
ら
さ
れ
る
〞

の
で
は
な
く
、
皆
が
能
動
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
す
。
私
は
、
長
い
間

地
球
温
暖
化
に
関
係
し
た
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
が
、
困
難
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

ん
な
に
や
り
が
い
が
あ
っ
て
面
白
い
こ

と
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

低
炭
素
社
会
に
な
る
こ
と
は
も
う
必

然
で
す
し
、
ど
う
せ
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
な
ら
挑
戦
を
楽
し
む
、
同

じ
金
を
使
う
の
な
ら
、
将
来
世
代
に
役

立
つ
よ
う
に
使
お
う
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
や
り
が
い
の
あ
る
地
球
温
暖
化
対

策
活
動
を
、
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

（独）国立環境研究所特別客員研究員
（財）地球環境戦略研究機関研究顧問

西岡秀三（にしおか・しゅうぞう）
東京大学大学院数物系研究科博士課程修了、工学博士。
専門は環境システム学、環境政策学、地球環境学。主に温
暖化の科学・影響評価・対応政策研究に従事。2004年～
2008年、環境省地球環境研究計画「2050年日本低炭素社
会シナリオ研究」リーダー。2009年～ 2010年、環境省「地
球温暖化対策に係る中長期ロードマップ」全体検討会座長。
2010年、中央環境審議会地球環境部会中長期ロードマップ
小委員会委員長。

地球温暖化対策
における中長期
ロードマップの役割
（将来展望）

あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
が

地
球
温
暖
化
に
関
わ
る
こ
と
が
必
要

独立行政法人国立環境研究所
特別客員研究員 西岡 秀三氏
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ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス
テ

ム
の
理
解
促
進
を
目
的
と
し
て
、

「E
N
E
X
2011

／S
m
art E

nergy 
Japan 2011

」へ
出
展
い
た
し
ま

し
た
。

35
回
を
数
え
る
同
展
示
会
は
、「
低

炭
素
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
目
指
し
て
」を

テ
ー
マ
に
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

２
０
1
１
年
2
月
8
日
〜
10
日
の
３

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
原
理
模
型
や
紹
介
映
像
、
最
新
情

報
を
掲
載
し
た
パ
ネ
ル
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
を
展
示
し
、
来
場
者
に
、

日
本
が
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
技
術
で

あ
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス
テ

ム
の
導
入
が
、
低
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
て
非
常
に
有
効
な
手
段
で
あ

る
こ
と
を
訴
求
し
ま
し
た
。

会
期
中
は
多
く
の
来
場
者
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
、
想
定
以
上
の
結

果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

低炭素社会の実現に向けた呼びかけ
今年で35回目を迎える
 「ENEX2011／Smart Energy Japan  2011」へ出展

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
10
年
よ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
本
格
化
す
る

７
月
を「
蓄
熱
月
間
」と
提
唱
し
、「
地

球
温
暖
化
問
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
確
保
な
ど
に
有
効
と
考
え

ら
れ
る
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス

テ
ム
の
普
及
に
向
け
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ム

ー
ブ
メ
ン
ト
の
活
発
化
」を
目
的
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

14
年
目
を
迎
え
る
今
年
の「
蓄
熱

月
間
」で
は
、『
ピ
ー
ク
電
力
の
削
減
に

貢
献
す
る「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス

テ
ム
」』を
テ
ー
マ
に
、
震
災
の
影
響
に

よ
る
夏
の
電
力
需
要
抑
制
に
有
効
な

手
段
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
・
環
境
保

全
性
に
も
優
れ
た「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄

熱
シ
ス
テ
ム
」に
つい
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

広
報
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
の

電
力
負
荷
平
準
化
効
果
や
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
性
・
環
境
保
全
性
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
当
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
普
及

啓
発
活
動
を
は
じ
め
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・

蓄
熱
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
貢
献
い
た
だ

い
た
企
業
・
団
体
様
へ
の
感
謝
状（
盾
）

の
贈
呈
、
空
調
設
備
の
設
計
者
、
施

工
者
、
運
転
・
管
理
者
、
オ
ー
ナ
ー
・

施
設
管
理
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
震
災
に
よ
る
影
響
を
考
慮

し
、
昨
年
ま
で
開
催
を
し
て
お
り
ま

し
た「
蓄
熱
の
つ
ど
い
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
＆
蓄
熱
フ
ェ
ア
」は
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夏期の電力需要抑制に貢献
14年目を迎える「蓄熱月間」はピーク電力の削減に
貢献する「ヒートポンプ・蓄熱システム」がテーマ

実施行事
１．ヒートポンプ・蓄熱システム
の普及に貢献いただいた62の
企業・団体様へ感謝状（盾）を
贈呈
２．「電力負荷平準化・省エ
ネ社会実現に向けたヒートポン
プ・蓄熱システム普及セミナー」
の開催
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セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

日本の省エネ・新エネ技術を世界にアピール
中東最大のスケールで実施された

「World Future Energy Summit 2011」
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の

普
及
を
目
的
に
2
0
1
1
年
1
月

17
日
〜
20
日
の
４
日
間
、
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦（
U
A
E
）の
ア
ブ
ダ

ビ
国
際
展
示
場
に
お
い
て「W

orld 
Future E

nergy S
um
m
it 2011

（W
FE
S
2011

）」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
世
界
1
3
7
カ
国
か
ら
政

府
関
係
者
、
N
G
O
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
な
ど
約
2
万
6
0
0
0
名
が

参
加
し
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
と
い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
技
術
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
中
東
で
最
大
の
展
示
会
と
な

り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
中
東
協
力
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
世
界
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

ビ
ジ
ネ
ス
推
進
協
議
会
と
協
力
し
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
役
立
つ
高
効
率

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
技
術
の
パ
ネ
ル
紹
介

と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
日
本
の
各
企
業
か
ら
も
、
優

れ
た
省
エ
ネ
・
新
エ
ネ
技
術
の
紹
介

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
会
場

内
で
同
時
開
催
の
技
術
セ
ミ
ナ
ー
で

の
講
演
も
行
い
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の

有
効
性
や
近
年
の
高
効
率
化
を
は
じ

め
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
導
入
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
削
減
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
技
術
と
し
て
の
位
置
づ

け
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
中
東
の

参
加
者
か
ら
は「
資
源
の
有
限
性
を

認
識
す
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
必
須
。
日
本
の

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
技
術
へ
の
期
待
は
大

き
い
」と
い
っ
た
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

第一線の設備技術者から学ぶ
平成23年度 業務用ヒートポンプ

給湯システム設計支援セミナーを全国主要都市で開催
　

省
エ
ネ
社
会
の
実
現
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
中
、
業
務
用
給
湯

分
野
に
お
い
て
も
、
省
エ
ネ
・
経
済

性
に
優
れ
た
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
シ
ス

テ
ム
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
度
全
国
主
要

都
市
で
開
催
し
た
業
務
用
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
給
湯
普
及
促
進
セ
ミ
ナ
ー
、
研

修
会
に
お
い
て
は
、
計
約
１
４
５
０

人
の
方
々
に
受
講
い
た
だ
き
、
大
変

な
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
を
よ
り

深
化
さ
せ
、
従
来
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

給
湯
シ
ス
テ
ム
の
設
計
手
法
に
加

え
、
ボ
イ
ラ
ー
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
給

湯
シ
ス
テ
ム
の
設
計
手
法
を
織
り
込

ん
だ
最
新
の「
業
務
用
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
給
湯
シ
ス
テ
ム
設
計
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（
２
０
１
１
年
改
訂
版
）」に
つ
い
て
、

第
一
線
の
設
備
技
術
者
が
解
説
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
給
湯
機
器
メ
ー
カ

ー
各
社
か
ら
業
務
用
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

給
湯
シ
ス
テ
ム
の
導
入
事
例
に
つ
い

て
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
皆
様
に
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

地域 開催日時 開催地

北海道 　月　 日（木） 13:30～ 17:00 札幌

中部 　月　 日（金） 13:30～ 17:00 名古屋

北陸 　月　 日（金） 13:30～ 17:00 福井

関西 　月　 日（火） 13:30～ 17:00 大阪

中国 　月　 日（金） 13:30～ 17:00 広島

四国 　月　 日（金） 13:30～ 17:00 徳島

九州 　月　 日（金） 13:30～ 17:00 福岡

沖縄 　月　 日（金） 13:30～ 17:00 那覇

現在予定中のセミナー一覧　

参加費：無料
問い合わせ先：財団法人ヒートポンプ・蓄熱センター　蓄熱技術部
TEL：03-5643-2403　FAX：03-5641-4501
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セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
の
し
く
み
を
広
く
皆
様
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
「
み
ん
な
な
っ
と
く
！

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
ふ
し
ぎ
」
を
発
行

し
ま
し
た
。

身
の
周
り
の「
エ
ア
コ
ン
」や「
エ

コ
キ
ュ
ー
ト
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

製
品
に
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
る
の

に
、
し
く
み
は
わ
か
り
に
く
い
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
。
楽
し
み
な
が
ら
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
か
わ
い
ら

し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
〝
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
の
ふ
し
ぎ
〞
を
解
説
し
ま
す
。

例
え
ば
、「
ど
う
し
て
、
寒
い
冬

に
部
屋
の
外
の
冷
た
い
空
気
の
熱
を

使
っ
て
暖
房
が
で
き
る
の
？
」「
そ

も
そ
も
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
っ
て
ど
ん
な

も
の
な
の
？
」
な
ど
の
素
朴
な
疑
問

を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
で
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
は
ど
ん
な
し
く
み
の
も
の
な
の

か
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
関
す
る

初
級
教
材
・
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
と
し
て
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
当
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス
テ
ム

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
２
０
１
１
」を
制
作
い

た
し
ま
し
た
。

　

本
書
は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱

シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
最
新
の
技
術
動

向
や
国
内
外
の
統
計
デ
ー
タ
、
政

策
・
制
度
を
ま
と
め
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
サ
イ
ズ
の
冊
子
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公

開
し
て
お
り
ま
す
。

　

配
付
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ヒートポンプに対する疑問を丁寧に解説
大人から子どもまで楽しみながら理解できる
「みんななっとく！ ヒートポンプのふしぎ」を発行

問い合わせ先：財団法人ヒートポンプ・蓄熱センター
業務部　ＴＥＬ：０３-５６４３-２４０２

ホームページアドレス
http://www.hptcj.or.jp/hp_ts/pamphlet/index.html

掲
載
内
容

「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
キ
ホ
ン
と
な
る
熱
の
性
質
」

「
暖
房
・
冷
房
時
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
し
く
み
」

「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

「
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
」

ヒートポンプ・蓄熱システムに関するデータを掲載
ハンドブックサイズの冊子

 「ヒートポンプ・蓄熱システム
データブック２０１１」を制作



「蓄熱月間」リーフレット


